
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
明けましておめでとうございます。本年も大房岬

少年自然の家をよろしくお願い申し上げます。 

本格的な冬が到来し、房総の冬の風物詩「オオニ

シ」と呼ばれる強い西風に吹かれています。その代

わりといってはなんですが、澄んだ空気のおかげで

東京湾越しの美しい富士山を眺めることが出来ま

す。 

 子どもから大人まで、直接的体験活動の不足が問われて久しい昨今。我々のような青少年教

育施設もその存在意義を問われています。自然の中で仲間と過ごすことにどのような教育効果

があるのかをきちんと認識して、様々な体験活動という手段を用いて教育サービスを提供しな

くてはなりません。近年では、災害時の対応を見越した教育という点からも必要性が謳われて

います。さらには、教育的切り口だけに留まらず、自然体験がもたらす健康効果にもその応用

が注目を集めています。広い視野をもって職員一同励みたいと思います。 
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ƨг ǵὧ ѫ ǲǫǋǭ ＊50名以上の宿泊で貸切利用が可能!!  
※平成 26年 12月1日(月)～平成 27年 2月 28日(土) 

貸切でご利用いただくと、他団体の動きを気にせずにプログラムを組み立てることができ

るので｢１日中体育館を使用し、みっちり練習！｣といったことも可能です。部活動の冬合宿

等にも利用しやすいのではないでしょうか。ご予約は先着順となっております。ご宿泊での

利用をご検討中の皆さまは、ぜひお早めにご予約ください。 
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日程：平成 27年 4月 4日（土） ※雨天時は 5日（日）に順延 

ステージイベント実施のほか、フリーマーケットや体験ブースの出展者も大募集！詳細は下記ホームペー

ジにてご確認ください。桜満開の大房で、たくさんの方にお会いできることを楽しみにしています。 
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今の時期、植物の種たちは、暖かくなるまでじっと土の中で耐えています。暖かくなると植物たちは

活気づき、秋になると子孫を残そうと種を蒔きます。より多くの子孫を残そうと植物はさまざまな戦略

を練ります。どのようにすれば、多く、遠くに仲間を増やせるのか？そんな植物たちの生きざまを体感

するクラフトが「くるくるタネ」です。カエデの種の構造を模したクラフトで、手に取って飛ばして、

実際に種たちの戦略を肌で感じてみてください。 
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●○●   お雑煮のいろいろ   ●○● 

皆さんはお正月といえば、何を思い浮かべますか？色々あると思いますが、 

お正月にお雑煮を食べる方は多いのではないでしょうか。お雑煮といっても、地域によって入れる具材

に違いがあり、それによって地域性や特産物などの郷土色が出てきます。そんな中、多くの地方で登場

してくるのが「お餅」です。形や大きさに違いがあり、調理法も焼いたり煮たりと様々です。面白いの

は関東地方と関西地方の違いで、関東は角餅ですまし汁仕立てが多く、関西は丸餅で白味噌仕立てが多

いということです。丸餅は正月早々「角が立つのは縁起が悪い」として嫌った名残で、縁起ものとして

尊ばれています。一方、角餅は江戸文化の名残りで、江戸では大量にお餅を生産するようになり、丸く

する手間を省くために、切り餅が使われるようになったと言われています。食文化の違いがあることで、

一つの食べ物でも色々な楽しみ方があっていいですね。            臼井（あつし） 
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Q：活動を始めたきっかけは何ですか？  

 幼少期から自然の中で遊ぶことが大好きでした。一時は海

外で生活していましたが、日本に戻ってから君津市で週末の

田舎暮らしを始めました。畑や里山のもっと広い活動場所が

欲しくなり、鋸南町に拠点を構えました。場所が整備される

と誰かに来て欲しくなり、仲間と共に今の活動を始めました。 

Q：大切にしていることは何ですか？  

 周辺は昔からこの地域に暮らす方ばかりですが、地域の活

動に積極的に参加し、顔が見える関係を作ることで交流が深

まりました。また、あるもので工夫しながら楽しむことも大

切にしています。まずは自分たちが楽しみ、訪れた方にも楽

しんでもらいたいです。活動を始めて、人は人との関わりが

あって生活が成り立つのだということを実感しています。 

Q：一番の楽しみは何ですか？ 

 地域の方が頻繁に足を運んでくれること、畑で獲れたもの

などを物々交換できるのが楽しみです。森の時計に集まるの

を楽しみにしてくれている方も多く、畑で育てた野菜などを

使った料理を「おいしい！」と言ってもらえることが嬉しい

です。また、森と里山に囲まれたフィールドで、四季の山菜

収穫や自然の変化を見つけることも楽しみになっています。 

Q：これからの夢を教えてください。  

森の時計を訪れた方が色々と提案をしてくれます。やりた

いことがたくさんあって時間が足りないのが悩みです。子ど

もから大人まで、特に障がいをもつ方にぜひ足を運んでもら

いたいです。自然の中で気持ち良く、何かを一緒に作ったり

して楽しさを共有して、訪れた方にとって「また行きたいと

思える、ホッとする場所」にしたいと考えています。 
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野外炊飯場の机と椅子が 

新しくなりました！              
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